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論 文 内 容 の 要 旨

研　　究　　目　　的

　変形性膝関節症（膝 OA）患者は身体活動量（PA）が減少していることが報告されている。PA の

低下は心血管疾患，糖尿病などと関連しており，膝 OA 患者も例外ではない。よって，膝 OA におけ

る診療ガイドラインでは，PA を増加させることを推奨している。膝 OA 患者の PA に関連する要因

としては，年齢や身体能力，痛みなどが報告されているが，その結果は一貫していない。また，膝

OA 患者の PA には心理的要因も関連することがいくつかの先行研究で報告されている。自己効力感

（SE）もその一つであるが，最も身近な PA である歩行に対する SE と PA の関連を検討した報告は存

在しない。本研究では，膝 OA 患者の PA には，従来から報告されている歩行能力や歩行時痛に加え

て歩行の SE が関連することを仮説として検証を行った。

対　 象　・　方 　法

　本研究は横断的観察研究にて行った。85例の膝 OA 患者が適格基準を満たした。PA は活動量計ラ

イフコーダー GS4（スズケン社製）を用いて１日の平均歩数（Steps）を測定した。測定期間は９日

間以上とし，装着開始日と回収日を除いて７日間以上測定できた場合に解析対象とした。歩行の SE
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は日本語版 modified Gait Efficacy Scale（mGES）を用いて評価した。mGES は10項目の質問項目で

構成され，それぞれ1から10点，合計10から100点にて歩行の SE を定量化できる指標である。その

他，身体能力の指標として快適歩行速度（GS），歩行時痛の Visual Analog Scale（VAS），膝 OA の

X 線学的重症度として Kellgren-Lawrence（K-L）分類，年齢，Body Mass Index（BMI）を収集した。

統計解析として，Steps に対する各要因の直接効果および間接効果を推定するためにパス解析を用い

た。仮説モデルにおける Steps への直接効果としては，年齢，mGES，GS，VAS を仮定した。また，

間接効果は全ての要因で仮定した。適合度の判定は，カイ二乗検定，Goodness of Fit Index（GFI），

Adjusted Goodness of Fit Index（AGFI），Comparative Fit Index（CFI），Root Mean Squared Error of 

Approximation（RMSEA），Standardized Root Mean Squared Residual（SRMR），赤池情報量基準（AIC）

を用いて行った。

結　　　　　　　　果

　除外基準による選定後，70例（女性：59例，平均年齢：70歳，平均 BMI：26.2kg/m2，K-L 分類 II：８例，

III：26例，IV：36例）が解析対象となった。仮説モデル（カイ二乗値：10.314，GFI：0.956，AGFI：0.690，

CFI：0.965，RMSEA：0.188，SRMR：0.052，AIC：36.314）からモデル修正を行い，すべての適合

度を満たす修正モデルを得た（カイ二乗値：1.529，GFI：0.993，AGFI：0.962，CFI：1，RMSEA：

0，SRMR：0.016，AIC：35.111）。修正モデルでは mGES（標準化パス係数：0.337）と年齢（同：

-0.542）が Steps と直接的に関連していた。年齢，K-L 分類，GS，VAS が Steps と間接的に関連して

いた。また，GS，VAS，K-L 分類は mGES と直接的に関連した。

考　　　　　　　　察

　本研究では，膝 OA 患者の歩行の SE と PA は直接的に関連していた。従って，歩行の SE は PA を

改善するための治療対象や治療効果のモニタリング指標となる可能性がある。先行研究では関節疾患

に特異的な SE と PA には明らかな関連はないと報告されており，歩行 SE を用いた本研究とは異な

る結果であった。従って，日常的に頻度の多い PA である歩行に対する SE が PA とより関連する可

能性が考えられる。今後は，縦断的な観察研究や臨床試験によって因果関係を明らかにする必要があ

る。

　先行研究では，身体機能，特に歩行能力と疼痛が PA と関連することが報告されている。しかし，

本研究では歩行能力と疼痛の PA に対する直接的な関連は小さく，歩行 SE を媒介とした間接的な関

連のみが見られたことが新たな知見である。膝 OA 患者の疼痛や歩行能力を改善させる手術療法とし

ては人工膝関節全置換術（TKA）がある。しかし，TKA 後に疼痛と歩行能力は改善するものの，PA

の変化は僅かであることが報告されている。一方で，身体機能や疼痛が SE に関連することは先行研
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究でも報告されている。従って，その関連は間接的であるものの，身体機能や疼痛を改善することは

PA を増加させるために重要なことは従来の報告と同様であると考える。

結　　　　　　　　諭

　本研究の結果，Steps には mGES と年齢が直接的に関連し，年齢，K-L 分類，GS，VAS が間接的

に関連した。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

　要 旨：本論文は変形性膝関節症患者の活動度に痛みや歩行能力に加え自己効力感がどのように関与

しているか，パス解析を用いて検討した研究で，活動度に対し自己効力感は直接的に，痛みや歩

行能力は自己効力感を介して間接的に活動度に関連しているという新知見が述べられている。こ

れまで重視されていた痛みや歩行能力は活動度に対しては間接的な影響を有するのみで，これら

よりも自己効力感が直接的に活動度と関連していることを客観的に示した貴重な研究であり，学

位論文に値すると判断される。
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　斬 新さ：パス解析を用い，さらにこれまで注目されていなかった自己効力感の活動度に与える影響

を検討した点が斬新である。

　重 要性：変形性膝関節症の治療では痛みや歩行能力だけではなく，自己効力感に対するアプローチ

が不可欠であることを示した貴重な研究である。

　研 究方法の正確性：対象の設定が，種々の病期にある変形性膝関節症症例というように吟味されて

おり，対象者数も十分である。また，測定項目の設定や測定環境も再現性が認められる。

　表 現の明瞭性：論文は表現が明瞭であり，目的，対象と方法，結果，考察と順に述べられ，曖昧な

点は認められない。
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